別表第十九号　八単位符号の拡張方法
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注
1　符号集合の呼出し(符号集合G0、G1、G2及びG3を八単位符号表へ呼び出すこと。)制御の内容は、次のとおりとする。
呼出し制御
呼出し制御の符号化表現
制御の内容





符号集合
呼出し先
呼出し形態

LS0
00／15
G0
GL
ロッキングシフト

LS1
00／14
G1
GL
ロッキングシフト

LS2
ESC　06／14
G2
GL
ロッキングシフト

LS3
ESC　06／15
G3
GL
ロッキングシフト

LS1R
ESC　07／14
G1
GR
ロッキングシフト

LS2R
ESC　07／13
G2
GR
ロッキングシフト

LS3R
ESC　07／12
G3
GR
ロッキングシフト

SS2
01／09
G2
GL
シングルシフト

SS3
01／13
G3
GL
シングルシフト

(1)　ESCは、01／11とする。以下別表において同じ。
(2)　ロッキングシフトは、符号集合を八単位符号表に呼び出し、他のロッキングシフトによる入れ替えが行われるまでは、八単位符号表に定常的にとどめることをいう。
(3)　シングルシフトは、これに続く1個の符号のみを八単位符号表に一時的に呼び出すことをいう。
2　符号集合の指示(符号集合の集まりの中から1つの符号集合をG0、G1、G2又はG3集合として指示すること。)の制御の内容は、次のとおりとする。
指示制御の符号化表現
制御の内容



文字符号集合の分類
指示先

ESC　02／8　F
1バイトGセット
G0

ESC　02／9　F

G1

ESC　02／10　F

G2

ESC　02／11　F

G3

ESC　02／4　F
2バイトGセット
G0

ESC　02／4　02／9　F

G1

ESC　02／4　02／10　F

G2

ESC　02／4　02／11　F

G3

ESC　02／8　02／0　F
1バイトDRCS
G0

ESC　02／9　02／0　F

G1

ESC　02／10　02／0　F

G2

ESC　02／11　02／0　F

G3

ESC　02／4　02／8　02／0　F

G0

ESC　02／4　02／9　02／0　F
2バイトDRCS＊
G1

ESC　02／4　02／10　02／0　F

G2

ESC　02／4　02／11　02／0　F

G3

(備考)　＊は、追加機能とする。以下別表において同じ。



符号集合の分類及びF(終端符号)は、次のとおりとする。
符号集合の分類
文字符号集合
終端符号(F)
摘要



Gセット
漢字系及びDJCS
04／2
2バイト符号




英数
04／10
1バイト符号




平仮名
03／0
〃




片仮名
03／1
〃




モザイクA
03／2
〃




モザイクB
03／3
〃











モザイクC
03／4
〃

ノンスペーシング


モザイクD
03／5
〃










DRCS
DRCS―0
04／0
2バイト符号




DRCS―1
04／1
1バイト符号




DRCS―2
04／2
〃




DRCS―3
04／3
〃




DRCS―4
04／4
〃




DRCS―5
04／5
〃




DRCS―6
04／6
〃




DRCS―7
04／7
〃




DRCS―8
04／8
〃




DRCS―9
04／9
〃




DRCS―10
04／10
〃




DRCS―11
04／11
〃




DRCS―12
04／12
〃




DRCS―13
04／13
〃




DRCS―14
04／14
〃




DRCS―15
04／15
〃




マクロ
07／0
1バイト符号



備考
1　DJCSは、JIS　C　6226(1983)の第2水準漢字の符号集合をいう。
2　マクロは、別表第二十号に示すとおりとする。






3　八単位符号体系以外の符号体系を透明モード符号体系といい、それからの復帰は、データユニットのデータ長の指定により行う。
